業界横断2012-5-02

２０１２年度 第４回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)
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出席者15名
議事に先立ち、所用によりリーダーが欠席のため菅野委員がリーダー代行を行うこと、また、配布資料（３ページ参照）には席上配布の補助資料もあることを事務局が説明した。
４．議事概要　
４－１．第３回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録確認　
・第３回国際／業界横断EDIタスクフォース会議議事録（業界横断2012-４-02）に関し、各事項の確認を行った。
４－２．国際／業界横断EDI実証について　
・国際／業界横断EDI実証に関し、さくらワークスと豊田市の間の受発注実証実験の概要を資料(業界横断2012-4-03)および補助資料４点（実証実験実施状況写真、見積書、納品書、請求書）により、事項別にリーダー代行が説明を行った。
・受発注処理画面に納期を表示しているものはあるが、帳票には発行日はあっても納期が示されていないとの指摘があり、役所側の都合等の原因による可能性も考えられるが、調べることになった。
４－３．業界横断EDI仕様V2.0

・業界横断EDI仕様V1.1はJEDIC参加業界(電気､自動車､化学､中小企業）の合意を得て発行している。よって、内容についての修正は行わず、編集上の間違いおよび国連CEFACT CCLとの不整合の調整のみを行うことを原則とする。当原則に基づき、業界横断EDI仕様V2.0(共通部分）設定用に確定注文／注文回答の情報項目に関しCCLとの不整合の調整９件を図ったことを、資料(業界横断2012-4-04) により事務局が説明。クラス図資料（業界横断2012-4-05)と補助資料の業界横断注文XMLスキーマとコードリストのスキーマにより事項別詳細が示された。
・上記調整により業界横断EDI仕様V1.1の意味情報を保ちつつ国連CEFACT CCLと整合させV2.0(共通部分)の設定を予定している旨事務局が説明し、意見等を要請した。
・確定注文／注文回答に加え、出荷情報／請求情報についての情報項目構造（クラス図）の提案が事務局よりなされた。審議において、請求情報の明細行に発注情報の対応明細行情報が不足していることが見つかり、当項目を追加することとなった。
・事務局より提案のあった｢取引先情報」(クラス図５ページ)は、国連CEFACTメッセージには無いが、取引先社名、住所、連絡先、銀行口座など社内マスター情報への登録を考慮して仮想のメッセージとして定義した。当該取引先メッセージを構成するBIEは国連CEFACT CCLに登録されているものである。
４－４．国際／業界横断EDI辞書フレームワーク　
・国際／業界横断EDI辞書フレームワークに関し、資料（業界横断2012-4-06）により事務局が概略説明を行った。

・質疑応答が行われ、業界横断データ辞書（CIDL）は国連CEFACTのCCL(CC､BIE､CDT､BDT)をパッケージ化した作業ファイルと言えるものであり、サプライチェーンのベーシックメッセージ辞書はSIPSが管理を行う等の事務局説明があった。
・データ型（DT）価格タイプ・コードリスト(BDT: Price Type_Code)に関し、注文回答メッセージで使われるコード値RT： Reply price は国連CEFACT未登録で追加要求の必要があることを事務局が報告した。
４－５．中小企業共通EDI 仕様　
・中小企業共通EDI 仕様について、ITC中小企業EDI部会資料（業界横断2012-4-07）により注文情報･注文回答情報･出荷情報･検収情報・請求情報･支払情報の各データ定義案が示された。そのうち注文情報対応のクラス図事務局案を資料（業界横断2012-4-08）により説明し、業界横断EDI仕様（ベーシック部分）に対する拡張項目につき報告した。
・同仕様を作成したITコーディネータ協会データ連携調査研究委員会中小企業EDI部会事務局は、「中小企業共通EDI 仕様Ⅴ1.1はコクヨの伝票に基づき作成したものである。それに本年度行ったバンコク調査で得たタイの伝票の記載項目を追加した。」等の補足説明を行った。
４－６．地方自治体消費財調達EDI仕様
　
・地方自治体消費財調達EDI仕様に関し、資料(業界横断2012-4-09)基本項目一覧表(案)が示された。
・地方自治体消費財調達EDI仕様の納品書・請求書は、使われ方および必要情報項目から判断して、いずれも国連CEFACTのインボイス・メッセージで対応することを、事務局が提案した。

・欄外項目名の合計枚数､決定区分､用途説明､物品検査年月日等は、クラス図資料(業界横断2012-4-10）の備考クラス（複数指定可能）で対応する。ただし、備考欄（複数）を識別するために、備考種類を示すコードを使用する旨､事務局が提案した。
・地方自治体消費財調達EDI仕様の基本項目に納入先名(部署等)･納入先コードはあるが、納入期日が無いとの指摘があり、リーダー代行が調べることになった。
４－７．ビジネスインフラ・ガイドブックV2.0の構成について　
・ビジネスインフラ・ガイドブックV2.0の構成に関し、資料（業界横断2012-4-11）により目次案の内容を事務局が箇条説明し、内容の確認を要請した。
・第２編の「４.出荷検収プロセス」は自動車関連（カンバン方式等）を除外する。

・第２編の各プロセス定義につき、分科会での検討を考えている旨事務局が説明し、分科会への参加等について協力要請を行った。
・第３編「３. 業界横断EDI辞書V2.0の共通部分」には、コードリストに関する情報も加える必要がある旨、事務局が説明を行った。
・第４編の「４. 業界横断EDI辞書V2.0中小企業拡張」には、海外取引考慮の視点も含めること、また、自治体版を加えることを確認した。
４－８．国連CEFACT CCL 2012年B版の日本語化　　
・国連CEFACT CCL 2012年B版のうちサプライチェーンに関わるものを訳出した資料（業界横断2012-4-12）について、事務局が紹介を行った。
・新たに追加のもの（資料は網掛けの行、ファイルは濃黄色の行）に関し、訳語につき当該業界による検討の協力を事務局が要請した。

４－９．今後の予定　
・議事４－７．のビジネスインフラ・ガイドブックV2.0分科会（出席要請：兼子･菅野･川内･武山･遠城各委員および事務局）の検討等を予定することから、下記の会議開催予定を合意した。　
ビジネスインフラ・ガイドブックV2.0 分科会　 2013年２月20日（水）　 14:00～17:00
第５回国際／業界横断EDIタスクフォース　　2013年３月15日（金）　 14:00～17:00
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業界横断2012-4-03　GREEN-EDI画面・帳票

業界横断2012-4-04　業界横断EDI仕様V1.1の修正について 

業界横断2012-4-05  業界横断EDI仕様V2.0（案）
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業界横断2012-4-08　SME概念データモデル
業界横断2012-4-09　新自治体情報項目
業界横断2012-4-10　LG概念データモデル

業界横断2012-4-11　ビジネスインフラ・ガイドブックV2.0

業界横断2012-4-12　CCL 2012年B版訳出
補助資料
資料03用：　①実証実験の実施状況写真、 ②見積書(国連CEFACT／SIPS準拠)
 (対 豊田市)、③納品書(国連CEFACT／SIPS準拠) (対 さくらワークス)、

　　④納品書・請求書(国連CEFACT／SIPS準拠) (対 豊田市)
資料05用：　①業界横断注文のXMLスキーマ、　②コードリストのXMLスキーマ
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